
１Q ２Q ３Q ４Q OT1 OT2

19 21 7 17 5
13 21 15 15 9

成功 試投 ＡＶＧ． 成功 試投 ＡＶＧ． 成功 試投 ＡＶＧ． ｵﾌｪﾝｽ ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ

* 4 1 15 7% 3 9 33% 4 4 100% 1 0 2 0 2 1 1
* 5 0 5 0% 0 0 0 0 0 1 0 0 2 1 1
* 6 0 0 4 9 44% 1 2 50% 0 10 1 0 2 1 4

7 1 1 100% 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
* 8 0 1 0% 3 9 33% 0 2 0% 3 3 5 4 1 1 0
* 9 0 2 0% 1 4 25% 0 0 0 0 5 0 0 1 0

10

11

12 1 1 100% 1 1 100% 0 0 0 0 1 0 1 0 1
13

14

15

16 2 11 18% 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 1
17 1 4 25% 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
18 6 13 46% 2 5 40% 0 0 0 4 1 2 1 2 4

コーチ

12 53 23% 14 37 38% 5 8 63% 4 18 18 7 9 8 12

成功 試投 ＡＶＧ． 成功 試投 ＡＶＧ． 成功 試投 ＡＶＧ． ｵﾌｪﾝｽ ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ

* 4 2 4 50% 5 10 50% 3 5 60% 3 9 2 1 0 6 1
* 5 0 2 0% 2 8 25% 0 0 0 0 2 2 0 4 2

6 3 5 60% 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
7 1 4 25% 2 6 33% 0 0 0 3 2 0 0 1 0

* 8 0 0 7 16 44% 4 7 57% 0 4 0 1 0 3 2
9
10 0 0 1 5 20% 0 0 1 0 1 0 0 2 1

* 11 0 0 0 1 0% 1 2 50% 3 5 0 0 0 1 4
12
13 1 1 100% 0 2 0% 0 0 0 2 0 0 0 1 0

* 14 1 3 33% 3 6 50% 1 2 50% 3 2 2 2 2 1 4
15
16
17
18

コーチ

8 19 42% 20 54 37% 9 16 56% 10 25 10 6 2 19 14

戦評

試合No. Ｂ１
大会名 令和４年度関東高等学校男子バスケットボール大会　兼　第76回関東高等学校男子バスケットボール選手権大会　

期　 日 令和４年６月５日（日） 会　　場 小田原アリーナ

八千代(千　葉) 69

村上　恵美 U1 廣瀬　俊昭 U2 萩原　悠太

東海菅生（東　京） 73

男子２回戦 CC

チーム名 合　　計

ＴＯ Ｆ

八千代(千　葉)

氏　　　　名
ス

タ

ー

タ

ー

NO 得点
３Ｐ ２Ｐ フリースロー リバウンド

村上　幸之介 0

渡邉　康太 9

佐藤　壮真 3

Ａ ＳＴ ＢＳ

須永　眞斗(CAP) 13

近藤　翔空

新行内　優希 5

森田　大佑

本多　隼 6

宮原　悠太 2

前嶋　脩杜

相川　耀 3

加藤　遼也 22

藤橋　洋輔

荻原　誉人

髙石　悠乃介

菊地　悠真 6

リバウンド
Ａ ＳＴ ＢＳ ＴＯ Ｆ

合計 69

東海菅生（東　京）

氏　　　　名
ス

タ

ー

タ

ー

NO 得点
３Ｐ ２Ｐ フリースロー

佐藤　晴野 7
久米田　俊 18
大塚　晴貴

高島　拓真 19
小柳　成也 4
北村　颯良 9

西辻　慧吾 3
天野　晶裕 10
嶋田　悟

駒形　春樹 2
ダボ　モハメッド　カリファ 1
小川　颯真

三村　龍太郎

合　　　 計 73

1Q　両チームともマンツーマンでスタート。東海大菅生＃８の力強いドライブで先制。八千代は速い展開から、思い切りの良い3ptsを中心に攻めるも流れがつかめない。東海大菅生はローポストアタックを試みるが八千
代は素早くカバー。その後、途中交代の八千代＃18が３本連続3ptsを沈め、流れに乗り出す。東海大菅生のラストオフェンスもミスに終わり19－13八千代リードで１Q終了。
2Q　お互いマンツーマンでスタート。序盤、東海大菅生は八千代の3pts攻勢にスイッチアップで対応し、＃８の1on１などで応戦し、一時は＃１４の速攻からのレイアップで逆転するが、その後互いにアウトサイドシュートが
よく決まり、一進一退の攻防が続く。残り1:22に八千代＃16の3ptsで５点差となり、東海大菅生タイムアウト。東海大菅生は１－３－１のゾーンに変更し、八千代の足を止めようとするが、40-34八千代リードのまま前半終
了。
3Q　八千代マンツーマン、東海大菅生１－３－１ゾーンでスタート。八千代は東海大菅生のゾーンに中々対応できない。東海大菅生も八千代の激しいプレッシャーからシュートミスが続く。その後、東海大菅生＃６の3pts
が決まり、八千代は残り4:45たまらずタイムアウト。八千代は２－２－１オールコートプレスに変更。互いにゾーンディフェンスとなる。八千代は豊富な運動量でプレッシャーをかけ、東海大菅生のミスを誘うが、＃４の3ptsで
同点に追いつき、＃８のシュートで再逆転。49－47東海大菅生リードで３Q終了。
4Q　八千代マンツーマン、東海大菅生１－３－１ゾーンでスタート。序盤、八千代が＃18、＃17の連続3ptsで再びリードし、流れを掴みかける。八千代はオールコートマンツーマン激しくプレッシャーをかけ、点差を広げ
たいが、東海大菅生も＃11のガッツあるリバウンドなどで粘りを見せ、＃14の3ptsで再逆転。残り1:29東海大菅生が八千代のプレッシャーに対応できず、ミスを起こす。八千代３点リードでタイムアウト。しかし、東海大菅
生＃５が速攻からレイアップを決め、１点差まで詰め寄る。残り0:10タイムアウト明け、八千代ボール。東海大菅生は執念のディフェンスでスティールし、＃４がファールをもらう。フリースローを沈め、64－64の同点でオー
バータイムに突入。
OT1　八千代オールコートマンツーマン、東海大菅生１－３－１ゾーン。一進一退の攻防が続いたが、東海大菅生＃14が連続でオフェンスリバウンドからシュートを決め、残り0:43八千代タイムアウト。後がなくなった八千
代はファールでゲームを止めるが、残り0:13で東海大菅生＃14がフリースローを沈め４点差とし、73-69で東海大菅生が激戦を制した。

伏見　大翔
鎌田　殊吏葉
曹　寿寛
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得点経過 東海菅生（東 京） 八千代(千 葉)


